
 　

日
本
四
大
漆
器
の
ひ
と
つ
、海
南
市
黒

江
の
紀
州
漆
器
。室
町
時
代
に
始
ま
り
、

江
戸
時
代
に
は
紀
州
藩
の
保
護
を
受
け
発

展
。蒔
絵
の
技
術
が
導
入
さ
れ
る
と
海
外

に
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。そ
の
後
も

様
々
な
新
し
い
技
術
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
、戦
後
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
ラ
ッ
カ
ー
で

〝
塗
り
〟を
施
す
な
ど
、紀
州
人
気
質
ら
し

く
進
取
的
で
革
新
的
な
路
線
で
販
路
を
拡

大
し
た
。し
か
し
海
外
の
廉
価
品
が
大
量

に
流
入
し
産
地
の
規
模
は
縮
小
。そ
の
こ

と
に
危
機
感
を
覚
え
た
若
い
後
継
者
や
工

房
が
力
を
合
わ
せ
、〝
Kき

し

ゅ

う

ぷ

ら

す

I
S
H
U
＋
〟と

い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
動
さ
せ
た
。「
手

塗
り
が
良
く
て
吹
き
付
け
が
ダ
メ
、木
が

良
く
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
ダ
メ
と
か
い
う
の

で
は
な
く
、新
し
い
技
術
を
取
り
入
れ
な

が
ら
、次
世
代
に
伝
統
を
伝
え
た
い
」と
語

る
の
は
、事
務
局
を
務
め
る
橋
本
漆
芸
の

大お
お
は
し
よ
し
ひ
ろ

橋
善
弘
さ
ん
。手
仕
事
だ
け
で
も
工
業

生
産
だ
け
で
も
辿
り
着
け
な
い
表
現
を
追

求
し
、フ
ラ
ン
ス
の
展
示
会
に
出
展
す
る
な

ど
海
外
進
出
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
注
目
す
る
産
地
が
パ
イ

ル
織
物
で
有
名
な
橋
本
市
高
野
口
町
。パ

イ
ル
織
物
と
は
タ
オ
ル
や
ベ
ル
ベ
ッ
ト
、

コ
ー
デ
ュ
ロ
イ
な
ど
の
生
地
の
総
称
。高
野

口
で
は
昭
和
60
年
頃
に
は
３
８
４
社
の
織

物
工
場
が
軒
を
連
ね
、年
間
６
６
０
億
円

も
の
売
上
を
誇
っ
た
。し
か
し
こ
こ
で
も
安

い
海
外
製
品
に
押
さ
れ
売
上
も
工
場
も

大
幅
に
減
少
し
た
。そ
の
中
で
今
、異
彩
を

放
っ
て
い
る
の
が
岡
田
織
物
だ
。大
手
繊
維

メ
ー
カ
ー
と
共
同
で
新
繊
維
を
積
極
的
に

開
発
し
、織
り
は
種
類
や
用
途
に
合
わ
せ

得
意
な
専
門
技
術
を
持
つ
周
辺
の
工
場
に

依
頼
。フ
ェ
イ
ク
フ
ァ
ー
に
特
化
し
た
商
品

構
成
で
、シ
ャ
ネ
ル
や
プ
ラ
ダ
、ル
イ
・
ヴ
ィ

ト
ン
と
い
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ラ
グ
ジ
ュ
ア

リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
に
生
地
を
供
給
し
注
目

を
集
め
て
い
る
。「
昔
に
比
べ
て
流
行
の
変

化
が
格
段
に
早
く
な
り
ま
し
た
。ブ
ー
ム

は
長
く
続
か
な
い
代
わ
り
に
違
う
小
さ
い

ブ
ー
ム
が
す
ぐ
や
っ
て
く
る
。そ
れ
は
小
回

り
の
得
意
な
当
社
に
と
っ
て
は
好
都
合
。発

注
さ
れ
る
ロ
ッ
ト
数
は
多
く
は
な
い
で
す

が
、そ
れ
が
逆
に
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
に
な
っ
て

い
ま
す
」と
語
る
岡お
か
だ
つ
ぎ
ひ
ろ

田
次
弘
社
長
。

　

地
場
産
業
や
伝
統
を
守
る
こ
と
は
、変

わ
ら
な
い
こ
と
で
は
な
い
。新
し
い
技
術
を

受
け
入
れ
進
化
し
、細
か
な
社
会
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。そ
れ
は

大
量
生
産
で
は
な
く
小
・
中
量
生
産
と
い

う
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
な
考
え
方
。こ
れ
ら
の
地

域
で
こ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
、長
年
培
っ

て
き
た
産
地
な
ら
で
は
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

地
域
の
結
び
つ
き
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。
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肌触りの硬い海外製の安いフェイクファーに比
べると、岡田織物のエコファーはまるでリアル
そのもの。触れると驚く別次元の風合い。そ
れに目を付けたのが海外のラグジュアリーブ
ランドである。世界では今、動物愛護の観点か
らリアルファーに対する反対運動が絶えない。
それに対しエコファーは、サスティナブルな志
向で、環境保護や動物愛護に配慮した素材。

使用される繊維も特殊で、一本一本の毛が毛
先でさらに細く分かれ、根元から毛先に向けて
細くなっている本物のような毛質が表現されて
いる。また長さの異なる毛を交互に織り込む
ことで、さらに自然で優しい風合いを再現する。
その高い品質とインテリジェンスなコンセプト
が海外でも評価され、数々の世界的なブランド
から注文が入っているという。

株式会社島
しまやすはんこうげい

安汎工芸製作所、中
なかにしこうげい

西工芸株式会社、
株式会社若

わかちょう

兆、山
や ま が

家漆器店、有限会社橋
はしもとしつげい

本漆芸の 
5社が立ち上げた新しい漆器ブランド〝KISHU＋〟。
黒江という紀州漆器の産地では手仕事を尊重し
ながらも新たな技術をいち早く取り入れ、次 と々漆
器に新たな風を吹き込んできた。樹脂の生地や
合成うるしを用い、誰もが気軽に使える漆器を早く

から開発してきたという歴史背景がある。〝KISHU
＋〟ではさらに、材質に木やプラスチックだけでな
く、アルミや鉄、鏡や３D射出されたレジンも使用。
塗り技術はカシューやウレタン塗装、もちろん漆も
用い、研ぎ出しや蒔絵も行う。「それは伝統的リベ
ラルであり、手仕事と機械仕事とデジタル仕事の
融合した〝先端工芸〟です」と大橋さんはいう。

手仕事を尊重しながら、漆器の未来を模索する

世界が注目する
フェイクファーを超えたエコファー

最
先
端
と
伝
統
の
技
術
、そ
し
て

紀
州
人
の
結
び
つ
き
の
心

様々な形状や用途の生地が作れるのは高野
口という伝統ある産地だからこそ。異なる4
つの製法が一箇所で行われているのは世界
でも珍しいという。これからは単に生地を提
供するだけでなく、使い方を提案することも
必要だと考える岡田社長。

アルミを型から押し出して成
形する押出材に塗りを施した一輪挿し。凹凸の
ある表面を根来塗のように研ぎ出す事で、塗りの縞
模様が浮かび上がる。

金属板を曲げて形を作ったトレイに、漆を施
す。薄く飾らない形が、漆特有の質感により
つややかな佇まいとなる。

金属の多面体に塗りを施し、根来塗と同様の技で
エッジ部分を研ぎ出したペーパーウエイト。 金属
特有の重量感と塗りの柔らかさ、少し削れたエッジ
の感触と輝きが心地いい漆器。

プロパールという特殊な化学繊維を使用したエコファー。まるで本物の
ような触り心地は〝フェイク（＝偽物）〟ではない。模様は織りあがった後
にプリントするので様々な表情の〝エコファー〟を造ることができる。

蒔絵を装飾ではなく、電気の光を
効果的に反射させる要素として用
いる。蒔絵の解釈を変える事で、
漆器を家電と繋ぎ、家電として機
能させる。フランスでの評価も高
く、ホテルなどで使いたいとのオ
ファーを受けている。

株式会社岡田織物
住所／橋本市高野口町大野757　電話／0736-42-2864

KISHU+
（事務局：有限会社橋本漆芸）住所／海南市岡田569-1　電話／073-482-7630
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